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桑葉 エキス入 りプロポ リス(桑 ポ リスTM)

の肥満 ・糖尿病予防効果

小野寺 敏1)八 並 一 寿2)福 田 栄 一2)

1.は じめ に

従来の日本においては,40～60歳 の働 き盛 りに糖尿病,

心臓病,悪 性腫瘍,脳 卒中などの疾患が多 くなることか

ら,こ れ らを「成人病」と呼んで きたが,近 年においては,

これらの発症が低年齢層にシフ トするようになって きた。

低年齢化 して きた要因には,「 遺伝要因」,「外部環境要

因」にさらに「生活環境要因」の変化 などの関与が挙げら

れるが,特 に生活環境要因 との関与が重要視 されて きた。

そこで,1996年 の公衆衛生審議会において従来の「成人

病」の呼称を「生活習慣病」に改める提案がされた。

生活習慣病(life-style related disease)と は,「食習慣,

運動習慣,休 養,喫 煙,飲 酒などの生活習慣が,そ の発

症 ・進行に関する症候群」であ り,イ ンス リン非依存性

糖尿病(成 人型糖尿病),肥 満,高 脂血症(家 族性を除 く),

高尿酸血症,循 環器疾患(先 天性 を除 く),大 腸癌(家 族性

を除 く),高 血圧症,肺 扁平状上皮癌,慢 性気管支炎,肺

気腫,ア ルコール性肝炎,歯 周病などが含 まれる。

一方 日本は,男 女 とも世界一の長寿国(女:84.62歳,

男:77.64歳)に な り大変喜ばしいことではあるが,少 子

高齢化といった人口の高齢化が問題となり,将 来ます ま

す「生活習慣病」の増加が予想される。このように高齢化

と生活習慣病の増加に対 して,21世 紀は単なる長命だけ

でなく,疾 患のない長命 を目指す として厚生省は,｢健

康 日本21」を2000年 にスター トさせた7)。すなわち食生活

の改善,身 体活動の改善,喫 煙の防止などにより「死の四

重奏」と称 される糖尿病,肥 満,高 血圧,高 脂血症を改善

し,糖 尿病の合併症,心 臓病,脳 卒中,悪 性腫瘍 などの

発症を抑えるとい う一次予防重視型の健康戦略である。

特 に肥満は様々な疾患 を引 き起 こすといわれ,最 近では

インスリン非依存性糖尿病(成 人型糖尿病)と の関連が明

らかにされてきた2)。そこで21世 紀の健康 と食生活を考

えるにあたり,身 近な自然食品に肥満 ・糖尿病予防効果

があるか どうかを検討 した。今回は,桑 葉エキスとプロ

ポリス との特殊 な技術でブ レンドした「桑ポ リス」の肥

満 ・糖尿病予防効果について検討 した。

本題に入る前に,基 礎知識 として糖尿病,桑 葉,プ ロ

ポリスなどの背景を簡単に整理 し,桑 ポリスの誕生およ

び桑ポ リスの威力について述べる。なお誌面の都合上,

具体的なデータについては,当 日スライ ドで詳 しく報告

す る。

2.糖 尿病の背景

糖尿病 は,体 のガソリンとなるブ ドウ糖の濃度(血 糖

値 という)が血液中で高い値 を維持す る疾患 である。腎

閾値(約180mg/dL)以 上の高い濃度になると,腎 臓の処

理能力を超えるため,ブ ドウ糖は尿中へ排出されるよう

になる。正常な場合は,食 事をすると30分 から60分 にか

けて血糖値のピークがみられ,時 間とともに低下する。

なぜ血糖値が低下するのかとい うと,血 液中に入ったブ

ドウ糖 は,筋 肉をはじめ体中の組織の細胞の中に取 り込

まれ,代 謝を受け,ミ トコン ドリアでエネルギーを産生

した り,ま たブ ドウ糖からグリコーゲンが合成されるた

めである。 しかし,ブ ドウ糖が細胞内に取 り込まれるた

めには,イ ンスリン(膵臓の ランゲルハ ンス島の β細胞

か ら分泌)が 一定量,血 液中に出てきて細胞膜にあるレ

セプターに結合することが重要である。インスリンの分
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泌不足や細胞へのインスリン抵抗性(レ セプターの変化)

が高まると,ブ ドウ糖は細胞内に取 り込まれにくくなり,

血液中をぐるぐる回 り,だ んだん血糖値が高 くな り,尿

中に糖が出るようになる。これが糖尿病である。

糖尿病には2つ のタイプがあ り,小 児や若い人に多い

インスリン依存型糖尿病(1型 糖尿病)と 中高年に多いイ

ンスリン非依存型糖尿病(II型 糖尿病)で ある。日本人の

糖尿病の95%は 後者である。II型 糖尿病の原因は,ま ず

体質が考えられ,さ らに過食,運 動不足,肥 満,ス トレ

ス,加 齢などが引き金 となって発症すると考えられてい

る。特 に肥満 との関係が注 目されている。現在,糖 尿病

が強 く疑われる人の28.0%お よび糖尿病の可能性を否定

できない人の26.9%は 肥満であ り,ま た糖尿病が強 く疑

われる人の52.7%お よび糖尿病の可能性を否定できない

人の37.3%は,過 去 に肥満であったことが明らかとなっ

た3)。

1997年 の糖尿病実態調査では3),糖 尿病が強 く疑われ

る人の数は690万 人,そ の予備軍 を含めると1,370万人 と

いわれている。40歳 以上では,10人 に1人 が糖尿病であ

る。今 も増え続け,2010年 には糖尿病患者が1,080万人 と

推定されている。また1998年 の調査によると,実 際医療

機関で治療を受けている患者は45%で,治 療を受けてい

ない人は55%で あった。半数以上の人が治療を受けてい

ないことになる。

糖尿病は知 らない間に徐 々に進行 し,重 篤な三大合併

症 といわれる神経障害,網 膜症,腎 症 などを引き起こし,

毎年網膜症にて約3,000人以上の患者が失明 し,腎 症によ

る透析開始者数が約11,000人 といわれている。通常,治 療

を怠る と糖尿病 になってから5～6年 で神経障害が,

7～10年 で網膜症が,15年 程度で腎症が出現するといわ

れている。死因順位別では第10位 に位置 している。

糖尿病治療の最大の目標 は,血 糖値 を正常に保 ち合併

症 を予防す ることである。目標値 として,食 前血糖値

80～120mg/dL,食 後血糖値100～160mg/dL,グ リコヘ

モグロビン(HbAlc)5.5～6.0%と 考えられる。以上のよう

な値 を維持するために,1型 糖尿病の場合はインス リン

注射 を必要 とし,II型 糖尿病の場合は食事療法と運動療

法でかなり改善されるが,そ れでもコン トロールが難 し

い場合 は,経 口血糖降下薬やインスリン注射が必要 とな

る。現在使用 されている主な経口糖尿病薬には,次 の よ

うなものがある。(1)スルポニル尿素(SU)薬:ラ ンゲルハ

ンス島のβ細胞に働いてインスリン分泌 を促進。(2)ビグ

アナイ ド(BG)薬:腸 管からの糖質吸収抑制,肝 からのブ

ドウ糖放出抑制,末 梢細胞でのブ ドウ糖取 り込み促進な

どの膵外作用。(3)インスリン抵抗性改善薬:肝 機能障害

に注意。(4)速効性イ ンスリン分泌促進薬:SU剤 と同様の

働 きがあるが,短 時間で作用するため低血糖は起 こりに

くい。(5)α-グル コシダーゼ阻害薬:糖 質の分解 と吸収

を遅延 させ,食 後の高血糖 を改善する薬物。今回の桑ポ

リスは,(5)の α-グル コシダーゼ阻害に関与する自然食

品である。

3.桑 葉の背景

桑は,ク ワ科 クワ属の総称で熱帯から温帯に広 く分布

する落葉高木で,葉 はカイコの飼料 とされる。 日本では,

主にヤマグワ,カ ラヤマグワ,ロ グワの3種 の系統が栽

培 されている。初夏には実がで き黒紫色に熟する。 日本

では,三 木露風の童謡「赤 とんぼ」の一節「山の畑の桑の

実を,小 籠に摘んだはまぼろしか」に出てくるように,か

つては養蚕業が盛んであったことがうかがえる。

桑は,中 国では昔か ら漢方薬 として,糖 尿病,高 血圧,

消炎,浄 血などに使われてきた。中国の薬学者 ・李時珍

(1518～1593)の 著で,没 後1596年 に,子供である李健元に

よって刊行 された『本草綱 目』の中で,桑 葉が消渇病(糖

尿病)に 効 くことを記 してお り,日 本へ は1607年 に伝来

し,林 羅山(1588～1657)が 長崎で『本草綱 目』を購入 し,

徳川家康に献上 した と伝えられている。日本では,臨 済

宗の開祖 ・栄西禅師(1141～1215)は,1211年 に出版 した

『喫茶養生記』の下巻中で,桑 粥が「飲水の病」(現 代でい

う糖尿病か?)に 有効性があることを記 している4)。

現在では桑葉の科学分析が進み,食 物繊維やミネラル

含有が豊富で,大 変多 くの栄養成分から成ることが明 ら

かになった。神奈川県科学技術政策推進委員会5)の発表

によれば,カ ルシウムは牛乳の27倍,鉄 は小松菜の15倍,

味覚に関係する亜鉛 もイカの5倍 も多 く含まれている。

以上から,研 究者は魅力ある桑葉に注 目し,効 能を調べ

た結果,桑 葉には小腸粘膜細胞か ら分泌されるα-グ ル

コシダーゼ活性 を抑える物質が含 まれてお り,2糖 類(ス

クロース,マ ル トース,ラ クトース)の分解 を抑え,糖 の

吸収 を抑制 し,血 糖値を下げる働 きがあることが明らか

とな り,そ の主な活性成分は,構 造的に単糖 に似た1-デ
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図1デ オ キ シ ノ ジ リ マ イ シ ン の 作 用

桑 葉 か ら見 出 され た1-deoxynojirimycin(DNJ)

図2各 種ハーブのα-グルコシダーゼ阻害活性の比較
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表1桑 葉の効用

オキシノジリマイシン(DNJ)で あることが示された(図

1)6)。また八並 らは,桑 葉のα-グルコシダーゼ阻害作用

を,他 の44種 のハーブと比較 した結果,桑 葉が最も強い

阻害作用を示 した(図2)。DNJは,桑 葉乾物量に対 して

約0.1%含 まれている。DNJは 今のところ桑以外にはみつ

かっていない。また,ほ かに様々な研究機関において,

桑葉の効能が報告 された(表1)。 例えば,自 然発症高血

圧 ラットを用いた血圧降下作用であ り,成 分のγアミノ

酪酸が関与 しているとい う報告5),高 脂血症 ウサギを用

いたコレステロール低下作用であり,こ れには植物ステ

ロールの1種 であるシ トステロールが関与 しているとい

う報告7),ま た桑葉の成分が,発 癌の初期過程 における

DNA損 傷 に対 して予防的に作用する という報告などで

ある8)。そのほか として,肝 機能改善効果,便 秘の改善5),

ダイエッ ト効果などの報告 もある9)。現在,桑 葉の成分が

臨床へ応用されつつある10)。

4.プロ ポ リスの背景

プロポリスは,古 代エジプ トか ら薬効作用が注 目され

て,民 間伝承薬 として繁用 されてきた。プロポリスとは,

「敵の進入を防 ぐ城壁」という意味で,ミツ バチが樹木の

特定部位,主 として新芽や蕾および樹皮か ら採取 したガ

ム質,樹 液,植 物色素系の物質および香油などの集合体

に,ミ ツバチ 自身の分泌液,蜂 ろうなどを混合 して作 ら

れた暗緑色や褐色から暗褐色 を呈 した粘着性のある樹脂

表2プ ロポリスの効用

注意:プ ロポリスにアレルギーを起こす場合がある粗悪な商品に

注意

図3桑 ポリスのスペクトル分析

状の固形天然物であ り,多 種多様の薬理作用が明らかに

なっている(表2)。 例えば民間療法的な成果を加えると,

殺菌作用,免 疫力増強作用 をはじめ,悪 性腫瘍,肝 臓疾

患,糖 尿病,ア レルギー,膠 原病,自 己免疫疾患,火 傷,

潰瘍などに有効性が報告 されている。また最近では,脳

のエネルギー代謝を改善する脳保護作用の報告がされて

いる。

5.桑 ポ リスの背景および効能

桑ポリスは,極 めて高濃度 に桑茶活性が低下 しない条

件で濃縮し,ブ ラジル産高級プロポリスを一定の割合で

混合す ることで,上 記で述べた桑葉の成分の効果 とプロ

ポ リスの成分の効果を損なうことなく,相 乗的 ・相補的
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表3各 種のα-グ ル コシダーゼ阻害活性(IC,。)

図5桑 ポリスの飲用後の血糖値の変化

図の右は,患 者の年齢と性別(M:男 性,F:女 性)を 示す(渋谷

3丁 目クリニック 豊嶋 穆先生,東 京衛生病院 水上 治先生,

菅野クリニック 菅野光男先生のデータによる)。

効果が高 くなるように処理 して製造 したものである。桑

ポリスのスペク トル分析すると図3に み られるように,

280nm付 近の ピークと300～350nmに かけたなだ らかな

特徴あるパターンを示 した。 これらによって簡単な品質

管理 も可能と考えられる。プロポリス自身は,匂 いがき

つ く,べ とつ きがあ り飲みにくい欠点があるが,特 殊 な

加工技術で桑葉エキスとブレンドすることにより,匂 い

も軽減 され,べ とつきもなく,ポ ケ ットでの持ち運びも

可能であ り,食 事前あるいは食事中に自分の好みに応 じ

て水,お 茶,ソ フ トドリンク,ビ ール,お 酒などに入れ

ても味覚的にも良好な飲料 として開発された。

この開発 された桑ポリスの作用をin vivo, in vitroに

おいて検討した。in vitroに おいては,ラ ット小腸粘膜か

ら得たα-グルコシダーゼ阻害率で検討 した9)。ブレンド

する前の桑葉エキスのα-グ ルコシダーゼ阻害率は,バ

ナバ茶,サ ラシア茶,40種 類のハーブ,市 販されている

5種 類の桑茶,さ らに中国産,韓 国産の桑茶と比較 した

ところ,い ずれよりも高い阻害率を示 した。また,桑 茶

図4ラ ットによる桑ポリス飲用によるスクロース摂取後

の血糖値の変化

図6桑 ポ リス飲用後のHbA1cの 変化

(渋谷3丁 目クリニ ック 豊嶋 穆先生,東 京衛生病院 水

上 治先生,菅 野クリニック 菅野光男先生のデータによる)

(桑ポリス),桑 ポリス液,プ ロポリス,α-グ ルコシダー

ゼ阻害薬アルカボース(グ ルコバイ)と の50%阻 害を比較

したところ,表3に 示 したように桑ポリス液に強い活性

を示 した。

またラットを使ったin vivoに おいては,ス クロース経

口投与後の血糖値の上昇が抑制 され,緩 やかな吸収曲線

になることが示 された(図4)11)。 また,糖 尿病 ラッ トに

おいても血糖値を下げる結果を得ている12)。さらに臨床

医と糖尿病患者の協力 を得て,桑 ポリスを1～2カ 月間

飲用させたところ,図5に 示 したように血糖値の低下 と

いう好成績が得 られた。また,HbAlcに おいても改善効

果がみ られた(図6)13)。表4は,肝 機能障害を伴った糖尿

病患者の症例である(男性,74歳)。 桑ポリスを1カ 月間

服用後の検査値は,空 腹時血糖値,イ ンス リン値,GOT,

GPTな どが下が り,血 糖値や肝機能改善がみられた。 ま
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表4桑 ポリス飲用後の血糖値および肝機能改善効果

た他の症例では,高 インス リン値の場合は下げたり,低

インス リン値の場合は上げたりする傾向がみられた14)。

以上の結果 と,今 までの長い歴史のある桑葉 とプロポ

リスの多 くの研究成果とを総合 して考えると,桑 ポリス

は安全な自然食品と考えることがで きる。医薬品の場合

は,腹 部膨満感や腹痛,不 快感を訴える人がいるが,桑

ポ リスにおいては,今 のところ報告はない。図7に 示す

ように,桑 ポ リスは総合的に働 き,生 体に無理なく作用

し,過 剰に取 りす ぎた糖分の吸収を緩やかにするため,

低血糖症 を起こす心配はないと思われる。しか し,桑 ポ

リスには血糖値低下作用,肝 臓保護作用などがあるから

といって,食 べす ぎやアルコールの飲みすぎには注意 し

たいものである。
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